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【 レレヴァント レポート(関連報告書) Ⅵ 】 ～ 他県市町村の取組状況 ③ ～

静岡県静岡市

静岡市は静岡県の中部に位置する県庁所在地で人口約67万人の政令指定都市であ

る。歴史的にも自転車文化が根づいており、「自転車のまち」として、自転車が普及して

きた。

令和2年国勢調査に基づく通勤・通学手段の集計結果から、自転車を利用している人

の割合は約17.8%と推計されており、比較的高い水準となっている。

自転車関連の交通事故は年々減少している。市の基本理念は「世界水準の自転車都

市“しずおか”」の実現であり、市民が積極的に自転車を選択し、誰もが安全で快適に自

転車を利用できるまちを目指している。

ランニングバイクに関しては幼児教育向け教材を作

成し全保育園へランニングバイクとともに配布、園内

での安全指導を可能にした。

サイクル＆バスライドは市内25カ所に整備されて

おり、バス事業者と市がそれぞれ分担し管理している。

静岡県では、条例により自転車損害賠償保険の加入

を義務づけしたことから（2019年10月）、静岡市で

は、その周知を図っている。

平成30年5月に始まった「自転車サポーター制度」はハー

ド・ソフト・マインドの各部門を設け、特にハード面の「自転車

の駅」は民間事業者の協力で125箇所以上を設置。ラックや

空気入れ、工具の貸出、給水・トイレ・休憩スペース提供などを

行い、運用は事業者主体、必要物品の貸出とHP周知は市が

支援する役割分担を行っている。

サイクルフェス等のイベントについても、令和5年度までは市直営で開催していたが、

令和6年度からは自転車サポーターを対象とした補助金交付制度を設けることにより、

民間事業者主体のイベント等の実施を促し、市はその支援にあたることで、官民連携で

の自転車活用推進に取り組んでいる。（令和6年度は4件に補助）。

【出典：北海道 政策科学研修 研修論文（要点再構成）】

【 レレヴァント レポート(関連報告書) Ⅶ 】 ～ 他県市町村の取組状況 ④ ～

静岡県伊豆市

伊豆市は伊豆半島中央部に位置し、景観や温泉など豊かな地域資源を持つ観光地。

東京2020オリンピック・パラリンピック自転車競技開催地としての遺産を最大限活

用する計画で、日本サイクルスポーツセンター（CSC）を中核にして、伊豆ベロドロームや

伊豆MTBコースなど競技施設を一部開放し、市民向けの体験イベントを年3〜4回開催

している。

体験会では指導員による乗り方講習、プロ

ライダーのデモ、伊豆ベロドローム内機材庫

（高額自転車などが保管）見学など『特別感』の

創出を図っており、参加者は市民が中心。

伊豆市自転車まちづくり基本計画に基づき、

市民への自転車利用促進として次世代を担う

園児を対象に、ペダルの無い自転車「ランニン

グバイク」の乗り方教室や、児童・生徒を対象

に自転車安全講習会を開催し、市民の自転車

乗れる率100%に向けた取組を行っている。

また、自転車の交通ルール・マナーの周知、

啓発を行い、CSC等と連携しながら自転車利

用の促進を図っている。
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【出典：北海道 政策科学研修 研修論文（要点再構成）】


